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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 3月 27日 (2007.3.27)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 圧 力 室 に 連 通 し た ノ ズ ル 開 口 、 お よ び 圧 力 室 内 の 液 体 に 圧 力 変 動 を 生 じ さ せ 得 る 圧 力 発
生 手 段 を 有 す る 液 体 噴 射 ヘ ッ ド と 、 駆 動 パ ル ス を 含 ん だ 駆 動 信 号 を 発 生 す る 駆 動 信 号 発 生
手 段 と を 備 え る 液 体 噴 射 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 駆 動 パ ル ス を 、 液 体 を 噴 射 さ せ る 第 １ パ ル ス と 、 液 体 を 噴 射 さ せ な い 第 ２ パ ル ス と
を 含 ん で 構 成 し 、
　 前 記 第 ２ パ ル ス は 、 圧 力 室 を 基 準 容 積 よ り も 膨 張 さ せ る 微 振 動 膨 張 要 素 、 お よ び 圧 力 室
を 基 準 容 積 よ り も 収 縮 さ せ る 微 振 動 収 縮 要 素 を 備 え た 微 振 動 主 要 素 と 、 圧 力 室 を 基 準 容 積
に 復 帰 さ せ る 微 振 動 制 振 要 素 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 液 体 噴 射 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 微 振 動 制 振 要 素 を 、 次 回 の 第 １ パ ル ス の 前 に 配 置 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に
記 載 の 液 体 噴 射 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 液 体 噴 射 装 置 は 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 提 案 さ れ た も の で あ り 、 圧 力 室 に
連 通 し た ノ ズ ル 開 口 、 お よ び 圧 力 室 内 の 液 体 に 圧 力 変 動 を 生 じ さ せ 得 る 圧 力 発 生 手 段 を 有
す る 液 体 噴 射 ヘ ッ ド と 、 駆 動 パ ル ス を 含 ん だ 駆 動 信 号 を 発 生 す る 駆 動 信 号 発 生 手 段 と を 備
え る 液 体 噴 射 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 駆 動 パ ル ス を 、 液 体 を 噴 射 さ せ る 第 １ パ ル ス と 、 液 体 を 噴 射 さ せ な い 第 ２ パ ル ス と
を 含 ん で 構 成 し 、
　 前 記 第 ２ パ ル ス は 、 圧 力 室 を 基 準 容 積 よ り も 膨 張 さ せ る 微 振 動 膨 張 要 素 、 お よ び 圧 力 室
を 基 準 容 積 よ り も 収 縮 さ せ る 微 振 動 収 縮 要 素 を 備 え た 微 振 動 主 要 素 と 、 圧 力 室 を 基 準 容 積



に 復 帰 さ せ る 微 振 動 制 振 要 素 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ し て 、 上 記 構 成 に お い て 、 前 記 微 振 動 制 振 要 素 を 、 次 回 の 第 １ パ ル ス の 前 に 配 置 す る
こ と が 望 ま し い 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 微 振 動 制 振 要 素 を 微 振 動 主 要 素 の 後 に 配 置 す る こ と に よ り 、 第 １ パ
ル ス の 供 給 前 に 発 生 さ せ た メ ニ ス カ ス の 微 振 動 を 収 束 さ せ る の で 、 第 ２ パ ル ス に よ る 圧 力
発 生 手 段 の 駆 動 を 強 く し て も 、 メ ニ ス カ ス の 微 振 動 が 第 １ パ ル ス に よ る メ ニ ス カ ス の 振 動
に 加 わ る 不 具 合 を 防 ぐ こ と が で き る 。 し た が っ て 、 微 振 動 の 設 定 自 由 度 を 増 す こ と が で き
る 。 ま た 、 メ ニ ス カ ス の 微 振 動 を 迅 速 に 収 束 さ せ る こ と が で き 、 良 好 な 液 滴 吐 出 の 高 速 化
を 図 る こ と が で き る 。 さ ら に 、 高 粘 度 や 増 粘 し 易 い 液 体 で あ っ て も 、 ノ ズ ル 開 口 に お け る
増 粘 を 抑 え る と と も に メ ニ ス カ ス の 微 振 動 が 液 体 噴 射 に 影 響 を 及 ぼ す 不 都 合 を 防 ぐ こ と が
で き 、 良 好 な 液 滴 吐 出 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 微 振 動 制 振 要 素 を 、 次 回 の 第 １ パ ル ス の 前 に 配 置 す れ ば 、 常 に 、 メ ニ ス カ ス の 微
振 動 を 収 束 さ せ て か ら 液 滴 を 吐 出 す る こ と が で き 、 微 振 動 が 液 滴 吐 出 に 与 え る 影 響 を 一 層
防 ぎ 易 い 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 駆 動 信 号 発 生 回 路 １ ０ は 、 制 御 部 ７ に よ っ て 定 め ら れ た 波 形 形 状 の 駆 動 信 号 を 発 生 す る
回 路 で あ る 。 こ の 駆 動 信 号 発 生 回 路 １ ０ は 、 例 え ば 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 複 数 の 吐 出 パ ル
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ス （ 第 １ パ ル ス に 相 当 ） お よ び 非 記 録 時 に メ ニ ス カ ス を 微 振 動 さ せ る た め の 微 振 動 パ ル ス
（ 第 ２ パ ル ス に 相 当 ） を 配 置 し て 構 成 さ れ る 駆 動 パ ル ス を 含 ま せ て 駆 動 信 号 を 発 生 し 、 こ
の 駆 動 信 号 を 内 部 Ｉ ／ Ｆ １ １ を 介 し て 記 録 ヘ ッ ド ９ 側 に 供 給 す る 回 路 で あ る 。 な お 、 駆 動
信 号 発 生 回 路 １ ０ で 発 生 す る 駆 動 パ ル ス （ 駆 動 信 号 ） に つ い て は 、 後 で 詳 細 に 説 明 す る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 圧 電 振 動 子 １ ９ は 、 本 発 明 に お け る 圧 力 発 生 素 子 （ 圧 力 発 生 手 段 ） の 一 種 で あ り 、 縦 方
向 に 細 長 い 櫛 歯 状 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 圧 電 振 動 子 １ ９ は 、 圧 電 体 と 内 部 電 極 と を 交 互
に 積 層 し て 構 成 さ れ た 積 層 型 の 圧 電 振 動 子 で あ っ て 、 積 層 方 向 に 直 交 す る 縦 方 向 に 伸 縮 可
能 な 縦 振 動 モ ー ド の 圧 電 振 動 子 で あ る 。 そ し て 、 各 圧 電 振 動 子 １ ９ の 先 端 面 が 、 流 路 ユ ニ
ッ ト ３ ０ の 島 部 ３ ２ に 接 合 さ れ て い る 。
　 な お 、 こ の 圧 電 振 動 子 １ ９ は コ ン デ ン サ と 同 じ よ う に 振 る 舞 う 。 す な わ ち 、 信 号 の 供 給
が 停 止 さ れ た 場 合 に お い て 、 圧 電 振 動 子 １ ９ の 電 位 （ 振 動 子 電 位 ） は 、 停 止 直 前 の 電 位 で
保 持 さ れ る 。
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